
テスト問題を通して，  

授業で勉強していることって，こういうことだったのか！？ という気付きを生徒に促して， 

「これは，他の場面でも使えそう！」という実感につなげる 

 

 

■授業で学習していることって，こういうことだったのか！ 他にも使えそう！① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

架空のことや，未知の題材に当てはめて考えることで， 

「〇〇地方の知識」から「〇〇地方を通して身に付けた知識」というように， 

テストを通して学習したことが新たに価値付けられたり，意味付けられたりします。 

 



 

 

■授業で学習していることって，こういうことだったのか！ 他にも使えそう！② 

     

太郎さんは，この冬に初めて海外へ行くことになりました。訪問する国で，どのような農業や工業 

  が盛んに行われているかを予想するために，授業でいろいろな見えるーペを使いながら学習したことを思 

い出して，手がかりになりそうな資料を集めて，表にまとめてみることにしました。 

 未完成の表（＝Ａの部分）を完成させなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  例えばこんな解答がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この問題も架空のことを題材にしています。地理の学習をすべて終えた後に出題したものです。 

やはり，学習してきたことって，いろいろなことを考えるのに使えそうだという意識を高めることを意図しています。 

解答には，他の事象を考える際にも役立つ，方法的な知識が発揮されています。 

 

 

・海に近いか，内陸国で，生産物の輸送手段，輸送量もかわり，何を生産するかの決め手になるから 

 

・資源を輸出したり，製品を買ってくれたりする貿易相手国などが近くになるかどうかで 

何を生産すればいいかとか，何が生産できるかが変わってくるから 

 

 ・標高が高いと，生産できるものが限定されるから 

 



 

■授業で学習していることって，こういうことだったのか！ 他にも使えそう！③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    みんな同じ視点で関東地方を学習すると，みんな同じような関東地方になり， 

生徒はそれを“覚えておかなければならないこと”と認識していませんか。  

この問題は，「同じ地域をまとめているのに，太郎さんと花子さんにちがいがあるのはどうしてか」を問うものです。 

何を視点にその事象をとらえるかで，見え方が変わるということの自覚を促したり， 

授業で学習したことを覚えることと，使えるようになること，生きていくうえで大切なことってどちらなのか， 

再考を促したりする目的で出題しました。 

もちろん授業では見えるーペを用いて， 

多様な視点から事象を捉える訓練も行ったうえでの出題でした。 

 


